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　2018年度第16期生募集が、9月30日のAO入試を皮切りに
スタートします。本学のAO入試（出願9/7～ 21）は、試験
教科の学力のみの選考ではなく、生物分野（動物・植物）・
化学分野の実験やレポート作成、個人面接を通じて、生命
科学分野への強い関心と入学後の高い学習意欲・適性を
審査していくものです。指定校特別推薦入試（出願9/11～
10/5）については、入学実績のある高等学校を中心に、本学
が出願条件とする成績基準をクリアしている生徒を高等学
校から推薦していただき、個人面接選考のみで判定を行な
うものです。いずれも選抜のための教科試験を課していま
せんが、本学での就学意欲を強く持った生徒たちですので、
本学の学習支援センターによる「入学前教育講座」や入学後
の双方向の支援システム「バイオ学習ワンダーランド」を積
極的に活用し、例年修学や進路開拓で良い結果を出してい
ます。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入試
では、学科試験・面接を課した滋賀県内の高等学校に在籍
している現役生を対象に専願制で募集する地域特別枠入試
を新たに導入します。従来の公募制推薦入試はA：11月11
日（土）、B：11月12日（日）の2日間連続して実施します。また、
小論文・面接・自己アピール内容で選考し、部活・課外活動・
取得資格なども点数評価する「自己推薦型C」と「自己推薦型
C（専門・総合学科特別）」を12月10日（日）に実施します。倍
率は一般入試より低くなっていますので、本学への進学を
強く志望されているみなさんは、合格に断然有利となって

いる推薦入試A・Bから積極的に受験してください。
　年明けからの一般入試では、特別奨学生選抜入試の対象
方式を拡大します。前期・中期入試のすべての方式が対象
となるので、特別奨学生の対象者数は増加します。下記の
日程で前期Ａ（前期Ａプラスセンター1）・前期Ｂ（前期Ｂプ
ラスセンター1）・中期（中期プラスセンター2）・後期とセン
ター利用前期Ａ方式・前期Ｂ方式、センター利用中期で計4
回の試験実施と13方式での判定を行います。他大学の新増
設の動向もあり、本学への最終手続率の低下が予想されま
す。よって一般入試結果は前年より広き門となる可能性が
あり、合格チャンスが拡がることも予想されますが、気を
緩めず引き続き学習計画に基づく受験教科学習とマークセ
ンス方式対策をしっかり行ってください。
　臨床検査学プログラムは、定員30名で専攻するコースと
して募集しています。定員が少ないため、公募制推薦入試
の早い時期からの受験をご検討ください。複数学科併願制
度が無償化されて、3学科との併願が可能なので、より併願
しやすくなっています。
　また、AO入試からインターネット出願を開始し、入学検
定料は自動計算され検定料総額から5,000円が割引され、支
払いはクレジットカード・コンビニエンスストアで24時間休
日でも対応可能です。さらに「入学検定料減免制度」を生か
して「複数学科併願制度の無償化」や「2方式判定制度」での
学内併願を行い、失敗しない受験を心がけてください。

入試・募集伝言板

複数学科併願制度の無償化、地域特別枠の導入や特別奨学生選抜入試
の対象方式を拡大、一般前期Ａで浜松会場を新設。

2018 年度ＡＯ入試からインターネット出願を開始

2018 年度
入試

入試情報はLINE@でも
発信しています。

入試方式 特別奨学生
選抜入試

臨床検査学プログラムを
募集する入試方式 試験日 試験会場 発表日

募集する
入試方式

3学科
との併願

ＡＯ入試 × × × 9/30 本学 10/11
公募制推薦A CBのみ ○ 可 11/11 本学・京都

大阪
名古屋

11/22公募制推薦 B CBのみ ○ 可 11/12
地域特別枠 ○ ○ × 11/11・12 本学 11/22
公募制推薦 (自己推薦型 ) C × × ×

12/10 本学
京都 12/15公募制推薦 (自己推薦型 ) C

専門・総合学科特別 × × ×

前期A ○ ○ 可
1/26 本学・京都

大阪
名古屋
三重・岡山

浜松（前期Aのみ）

2/11
前期 Aプラスセンター 1
 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

前期 B ○ ○ 可
2/4前期 Bプラスセンター 1

 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

中期 ○ ○ ×
2/17

本学・京都
大阪
名古屋

2/26中期プラスセンター 2
（センター試験併用型） ○ × ×

後期 × ○ × 3/11
本学・京都
大阪
名古屋

3/17

センター利用前期Ａ ○ ○ 可 1/13・14
本学独自の
試験なし

各地区指定の
試験会場

2/11センター利用前期Ｂ ○ ○ 可
センター利用中期 ○ ○ 可 2/26

　※詳しくは、2018年度入学試験要項及びＡＯ入試入学試験要項で必ずご確認ください。
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「命洸（めいこう）」とは、
命が水のように沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として学生が命名しました。
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　生物学、農学、薬学、医学など幅広い領域を、
分子、個体、環境など、あらゆる階層レベルで
学ぶことができるのが、バイオサイエンス学科
の特徴です。
　2年次からは、医薬品や機能を持った物質を
つくる「創薬・機能物質プログラム」、生物と
環境との関係を学ぶ「環境・植物制御プログラ
ム」、遺伝子と細胞から生命現象を理解する「遺
伝子・細胞新機能プログラム」の 3つのプログ
ラムから 1つを選択して学び、食料、医薬、エ
ネルギー、環境などの分野の社会的ニーズに対
応できる人材を育成します。「臨床検査学プロ
グラム」では、臨床検査技師の資格を持つバイ
オの専門家をめざします。

学ぶ楽しさを通じて、「できる自分」を再発見
長浜バイオ大学での学び

巻頭特集

バイオのあらゆる分野を網羅し、生命の不思議に迫る長浜バイオ大学。
ワクワクするような学びに溢れています。

バイオサイエンス
学科

実験
実習

抗がん剤などの薬剤
の効果実験で、実際

の創薬科学分野の研
究手法を体験

遺伝子工学の基礎
技術、大腸菌の形

質転

換法とプラスミド抽
出法を習得培養した動物細胞を

観察、細胞内小器官

の構造・存在部位と
機能の関係を理解

巻頭特集　学ぶ楽しさを通じて、「できる自分」を再発見　長浜バイオ大学での学び　

幅広い学びができる！講義が面白い！
佐谷 翔太さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

仲井 ひかりさん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

　彦根市出身の私にとって、長浜バイオ大学
はとても身近な大学でした。駅から近く便
利ですし、設備が整っており、パソコンも自
由に利用できるので、大学全体を自習室のよ
うに使えるところも気に入っています。

　特に印象に残っている講義は、2年次生の前期に受講した
「タンパク質科学」。90分の講義の間にスライドが180枚に及
ぶとてもハードな内容でしたが、生命の基本となるタンパク
質が20種類のアミノ酸から成り、それぞれのアミノ酸に個性
的な性質があることに興味を覚えました。また、ほかの授業
でも雑学が豊富で話し上手な先生がたくさんおられ、すべて
の内容は理解しきれないこともありますが、聴き逃すのはも
ったいないと感じています。

　大学を選ぶにあたり、植物や微生物といっ
たキーワードに興味を引かれ、農学系の大学
をめざすことに。その時たまたま長浜バイ
オ大学を知り、充実した設備で最先端の研究
をしているところに魅力を感じ、進学しよう

と決めました。入学後は、大学の規模が小さい分、先生との距
離が近く、わからないことがあればすぐに対応していただけ
ました。また、学習支援センターも気軽に利用できるので手
厚いサポートが受けられたのもよかったと思います。
　現在は河合靖先生の生物有機化学研究室に所属。生物学と
化学の両面から生命現象の謎を紐解き、幅広い知識を得たい
と考えています。将来は医薬品など、人の役に立つものを作
り出したいです。

バイオサイエンス学科

採取した植物の形態
観察と塩基配列解析

のデータを総合し、
プレゼンの準備出芽酵母を用いた

細胞内物質輸送の
解析の

ため、出芽酵母をプ
レートに移植

バイオサイエンス応用実験ⅠC
（細胞系）

バイオサイエンス専門実験ⅠC
（遺伝子・細胞系）

バイオサイエンス専門実験ⅠB
（環境・植物系）

バイオサイエンス専門実験ⅠA
（創薬・機能系）

バイオサイエンス応用実験ⅠA
（遺伝子系）

アニマルバイオサイエンス学科

培養した大腸
菌のコロニー
を数える、地
道な作業！

コンピュータバイオサイエンス学科
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講義

講義

　バイオの技術者として活躍するうえで必要な、生物変換を
利用するシステム・プロセスの基礎を学びます。生物化学工
学の基礎から、医薬品や酒造、植物工場システムなどの実際
の製造現場でどのようにシステムを構築し、問題をどのよう
に解決しているのかについて、現場で経験した方の話や工場
見学を交えて学びます。

　ゲノム科学の研究手法の導入により急速な変革を遂げつつ
ある創薬の分野。この講義では、創薬を支える基盤技術に力
点を置いて、創薬の基礎から最先端の創薬システムや技術、
さらに次世代の医療・創薬までを学びます。製薬会社からプ
ロフェッショナルを招聘し、創薬現場での研究開発の実態を
踏まえた講義をしています。

　病気は、生体内の恒
常性が破綻した状態。
近年、多くの病気の発
症に遺伝子が関わって
いることや、エピジェ

ネティックな機構の重要性が明らかにされつつあり
ます。講義では、身近な病気の病状、発症機構・診
断法・臨床像・医薬の作用機構などについて解説す
るとともに、興味を持った病気についてグループで
調べ発表します。

臨床検査学
プログラム

　バイオサイエンスの基礎的な知識・技術を身につけなが
ら、個体レベルにおける生命現象を専門的に学びます。生
物多様性学、実験動物学、食品機能学、食品衛生学の 4つ
の専門教育ユニットの学びで、医療や食の安全・安心など
を通じて社会に貢献できる人材を育成します。
　最も重要なモデル動物であるマウスに加え、アフリカツ
メガエル、カスミサンショウウオなどの両生類、動物進化
の系統樹で重要な位置を占めるホヤ、プラナリア、ヒドラ
などの動物を研究しています。また、学外での野外調査実
習や臨海実習、生物多様性実習では、家畜や野生動物につ
いての学びを深めます。

アニマル
バイオサイエンス

学科

日本海沿岸に生息
する動物の

採集と観察を行い
、海産動物

の生態と形態の多様
性を理解

豊かな生物多様性
を保つ立地を

生かした実習で、野
生生物の知識

と取り扱い技術を習
得

魚のゆりかご水田プロジェクトでの生きもの調査
天野川での投網実習

病理組織診断と細胞
診の原

理を理解し、代表的
な疾患

の標本を観察し疾患
を理解

巻頭特集　学ぶ楽しさを通じて、「できる自分」を再発見　長浜バイオ大学での学び

実習

行動生理学・大脳生
理学の実習で、

2週間にわたり観察
した正常および

脳障害マウスの行動
を数値化

　病気は、生体内の恒
常性が破綻した状態。
近年、多くの病気の発
症に遺伝子が関わって
いることや、エピジェ

血液や尿など生体
試料中の

有機成分と無機成
分を精密

に定量する技術を習
得

絵心も
必要!!

データを整理
して発表する

動物生殖学の実習
で、体

外受精させたマウ
スの受

精卵を培養する準備

創薬科学概論

生物多様性実習

湖北動物プロジェクト

動物科学専門実験Ⅲ AB動物科学応用実験Ⅰ

医学概論 臨床化学実習

病理学実習

　生物工学システム

実験
実習
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　生物生産学は人間にとって有用な生物をいかに生産し、活用
していくかを図る学問です。普段当たり前の様に傍にある食べ
物がどのように生産、捕獲、資源管理され、どのように利用さ
れているのかを学びます。この講義は食料生産・輸入から食品

加工・消費までを見渡す概論として、食について考
えるきっかけを提供します。

　発生生物学は、分子生物学や遺伝学、ゲノム科学と融合し
ながら巨大な学際分野として発展し、今や再生医学から進化
学、生態学とも融合しつつあります。この講義では、ショウ
ジョウバエやカエル、トリ、マウスなど様々なモデル動物の
発生の様子と遺伝子の働きを解説し、発生生物学の新しい分
野とのつながりを紹介します。

　動物にとって、食事は生きるために最も重要
な毎日のイベント。日本人が普通にアクセスで
きる野菜・肉・魚介類などの天然食材を、生
物種により数えるとおおよそ 2000 種類に達し、
世界最多です。この講義では、「おいしさ」や「伝
承料理」など 5つのテーマを、データ解析を楽
しみながら科学という観点から理解します。

　次世代シーケンサーと呼ばれる機器のブレー
クスルーにより、ゲノム解析技術に様々なアッ
プデートがみられます。生物学、医学、薬学な
どでこの技術が用いられ、技術を身につけた人
材のニーズも高くなっています。この講義では、
バイオインフォマティクスを用いた最新のゲノム
解析技術を、実習を交えながら習得します。

コンピュータ
バイオサイエンス

学科

藤木 良広さん
（コンピュータバイオサイエンス
学科 3年次生）

　コンピュータが自立して思
考し、自立して作動するAI（人
工知能）に興味を持ち、AIが学
べる大学を探してここに来ま
した。実際の授業でも、ロボッ
トの組み立てから制御までを
行う実習があり、簡単なプログ
ラムでも完成して動かせるよ
うになると今まで学習してき
たことが身についていたと実
感できます。
　また、この学科には1年次生
から専門性の高い各論の授業
があり、研究室の研究テーマの
中から興味のあるものを選択
して、少人数で学ぶことができ
ます。3年次で研究室を選択
する前に、研究室の雰囲気がわ
かるのはとてもよいことだと
思います。私はコンピュータ
を学びたくて本学に来ました
が、各論の授業で遺伝情報な
ど生物系にも興味が持てるよ
うになりました。

講義講義

AIが学べる!

巻頭特集　学ぶ楽しさを通じて、「できる自分」を再発見　長浜バイオ大学での学び

原田 海斗さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

木村 奈緒子さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　長浜バイオ大学を知ったのは、高校3
年生の12月。魚の研究ができる大学を
探してこの学科を志望しました。当初は
ビワマスの養殖に取り組む河内浩行先

生の研究に興味を持っていましたが、今年度着任された竹花
佑介先生のメダカの性決定遺伝子の解明にも惹かれています。
ユニークな研究をされている先生が多いところも大変魅力に
感じています。
　この学科では1年次生から週1回のペースで実験・実習があ
り、他大学に比べても実習時間が多いところが特徴的だと思
います。座学ではなかなか理解できないことも一度自分でや
ってみれば理解もできるし、経験が蓄積されていきます。今
年は在学中に取得可能な実験動物1級技術者の認定試験にチ
ャレンジする予定です。

　生きものが大好きな私にとって、この
学科の一番の魅力は、実際に動物に触れ
る実験・実習ができること。マウスやラ
ット、カエル、魚類など、様々なモデル動

物を個体レベルから細胞レベル、遺伝子レベルまで深く掘り
下げて学習することができます。
　また、夏季休暇には学外実習が用意されており、私は石川県
の海岸で臨海実習に参加しました。貝やカニ、ウミウシなど、
多種多様な水生動物の生態を観察し、学内実習だけでなくフ
ィールドワークでも生きものに触れられる貴重な機会が得ら
れました。とりわけ私は生物の多様性に興味があるのですが、
今いる生きものたちがどのような進化・分化を経て現在に至
ったか、その原点を詳しく知りたいと考えています。

豊富な実験・実習！ 動物に触れる！

　生命情報科学は、生命科学の最先
端を切り開く新しい学問として期待
されている学問領域です。個別の遺
伝子やタンパク質を解析するだけで
なく、それらが相互作用して構築さ
れる生命システムを、実験科学とコ
ンピュータを使った情報科学で解き
明かしていきます。
　1年次から2年次までにコンピュー
タの基本操作、プログラミング、デー
タベースなどの情報実習を学び、コン
ピュータを使いこなす技術を身につけ
るとともに、バイオサイエンスの実験
科目を履修することで、コンピュータ
とバイオの両方に精通した人材を育成
します。2年次後半からは2つの専門
プログラムから1つを選択し、生命シ
ステム解明に関わる情報技術と医療に
関する情報技術を学びます。

生物情報学でも重要
となる基本的な

プログラミング技術を学
ぶ

遺伝子やタンパク質
の配列データか

ら推定される進化系
統樹を作成

発生生物学

応用バイオインフォマティクス

食品創薬インフォマティクス
「料理を科学する」

生命情報科学専門実習Ⅰ

プログラミング実習Ⅰ
データベース技術Ⅲ

生物生産学概論

クラスメイト
と相談

マウスなどの足跡の
物理形状から歩行

パターンまでの情報
を収集解析 マウスの血圧を測定

マウスやラットのＸ線
画像を撮影実験

実習
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6
月
17
日
、
高
校
の
先
生
を
対
象
に
し
た
本
学
の
「
大
学
説

明
会
・
施
設
見
学
会
」
を
開
催
し
、
滋
賀
を
は
じ
め
京
都
、
大

阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
岐
阜
、
愛
知
、
福
井
の
各
府
県
か
ら
、
進

路
指
導
や
学
年
主
任
の
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

蔡
晃
植
学
長
が
挨
拶
を
兼
ね
て
本
学
の
教
育
目
的
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
、卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
本
学
の
研
究
実
績
と
企
業
と
の
共
同
研
究
に
触

れ
、「
本
学
の
強
み
を
よ
り
生
か
す
こ
と
で
長
浜
バ
イ
オ
大
学

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
他
大
学
と
の
差
別
化
を
は
か
る
」
と
い
う

戦
略
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
卒
業
生
・
修
了
生
の
就
職
決
定
状
況
、
総
合

大
学
に
は
な
い
密
度
の
濃
い
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
と
い
う
就
職

支
援
の
特
徴
、
本
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
学
生

教
育
推
進
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
担
当
副
機
構
長
の
松
島
三
兒
教
授

が
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
の
実
践
例

と
し
て
〝
琵
琶
湖
研
究
部
〞
と
〝iGEM

 N
agaham

a
〞
の
学

生
が
報
告
し
ま
し
た
。
最
後
に
入
試
担
当
の
明
川
浩
之
課
長
が

２
０
１
８
年
入
試
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、山
梨
学
院
大
学
学
習
・
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
顧
問

の
船
戸
高
樹
先
生
を
お
迎
え
し
、「
A
I
（
人
工
知
能
）と
大
学

の
近
未
来
〜
求
め
ら
れ
る
新
た
な
大
学
像
の
構
築
〜
」
を
テ
ー

マ
に
F
D
/
S
D
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
A
I
が
教
育
・
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
、
さ
ら
に
A
I
教
育
が
築
く
近
未
来
社
会
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
オ
ズ
ボ
ー

ン
博
士
に
よ
る
「
半
分
の
仕
事
が
今
後
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代

替
さ
れ
る
」と
い
う
衝
撃
的
な
予
測
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。と

り
わ
け
、
A
I
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
教
職
員
全
員
が
共
有

し
、
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
る
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
A
I
と
協
働
、
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。仕
事
の
質
自
体
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
認
識
し
、
来
た

る
べ
き
A
I
時
代
を
生
き
抜
く
現
在
の
学
生
に
、
大
学
教
職
員
が

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
20
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
に
よ
る
「
女
子
大

学
院
生
奨
学
金
給
付
」
リ
ジ
ョ
ン
賞
と
ク
ラ
ブ
賞
の
贈
呈
式
が

北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
で
行
わ
れ
、山
下
幸
子
さ
ん（
大

学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
3
年
）
と
指
導
教
員
の
三
輪
正
直
特

別
招
聘
教
授
、
学
生
教
育
推
進
学
生
担
当
副
機
構
長
の
植
月
太

一
教
授
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
を
受
け
た
リ
ジ
ョ
ン
賞
は
、
静
岡
県
か
ら
兵
庫
県

ま
で
の
2
府
12
県
を
エ
リ
ア
と
す
る
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日

本
中
央
リ
ジ
ョ
ン
が
、
毎
年
3
人
程
度
の
女
子
大
学
院
生
を
選

考
し
奨
学
金
を
贈
呈
し
て
い
る
も
の
で
、
ク
ラ
ブ
賞
は
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
学
の
大

学
院
生
が
リ
ジ
ョ
ン
賞
の
贈
呈
を
受
け
る
の
は
、
2
0
1
0
年

の
近
藤
真
千
子
さ
ん
（
現
在
本
学
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
助

手
）
以
来
2
人
目
と
な
り
ま
す
。
山
下
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は

子
宮
頸
が
ん
細
胞
の
細
胞
周
期
に
よ
る
P
A
R
量
の
測
定
で
、

こ
の
測
定
方
法
の
確
立
は
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
制
御
し
が
ん

治
療
へ
の
応
用
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
、
韓
国
・
大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
の
自
然
大
学

医
生
命
科
学
科
の
金
鎮
卿
教
授
と
学
生
10
人
が
、
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
で
本
学
を
訪
れ
、
本
学
学
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
は
慶
尚
北
道
慶
山
市
に
本
部
が
あ
る

私
立
の
総
合
大
学
で
、
１
９
１
４
年
に
設
立
さ
れ
て
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
も
つ
大
学
で
す
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
本
学
大
学
院
生
に
よ
る
研
究
発
表
、
学

生
実
験
の
見
学
、学
生
同
士
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
究
発
表
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
は
、
同
じ
分
野
を
研

究
す
る
学
生
同
士
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に
選
ん

だ
か
、
日
本
の
就
職
状
況
や
本
学
学
生
の
就
職
分
野
等
の
質
問

が
相
次
ぎ
、
本
学
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
得

る
も
の
が
多
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
と
大
学
や
企
業
な
ど
で
構
成
す
る
「
滋
賀
発
成
長
産

業
発
掘
・
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
主
催
で
、〝
滋
賀
テ
ッ
ク

プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
〞
の
最
終
選
考
会
が
７
月
15
日
開
催
さ
れ
、

小
倉
淳
准
教
授
の
チ
ー
ム
「T

he BioGlue
」
が
３
つ
の
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
本
学
か
ら
の
３
チ
ー
ム
を
含
む
24

チ
ー
ム
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
最
終
選
考
会
で
は
９
チ
ー
ム

の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
倉
先
生
の
チ
ー
ム
「T

he BioGlue

」
は
、「
ヒ
メ
イ
カ

由
来
の
新
型
医
療
用
接
着
剤
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
７
賞
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
よ
る
「
企
業

賞
」の
う
ち「
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
賞
」と「
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
賞
」、

そ
れ
に
会
場
投
票
に
よ
る
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。「T

he BioGlue

」
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、
従
来
の
医
療

用
接
着
剤
よ
り
高
性
能
で
か
つ
安
全
性
の
高
い
ヒ
メ
イ
カ
由
来

の
新
型
医
療
用
接
着
剤
「
バ
イ
オ
グ
ル
ー
」
で
、
手
術
現
場
を

改
革
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
ま
た
、
医
療
用
接
着
剤
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、「
バ
イ
オ
グ
ル
ー
」
を
用
い
て
安
全
で
快
適
な

応
急
処
置
を
施
す
こ
と
で
、
傷
口
か
ら
の
感
染
症
の
予
防
に
も

役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
「IV

U
SA
 

長
浜
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
７
月
３
日
に
長
浜
市
役
所
を
訪
問
し
、
琵
琶
湖
の
環

境
保
全
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
侵
略
的
外
来
水
生
植
物
・
オ
オ

バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
駆
除
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
生
育
の
状
況
と
駆

除
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
こ
の
春
に
「IV

U
SA
 

長
浜
」

が
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
を
学
生
代
表
が

報
告
し
ま
し
た
。
活
動
紹
介
で
は
、
琵
琶
湖
の
南
湖
を
中
心
に

し
た
駆
除
活
動
へ
の
参
加
と
、
駆
除
し
た
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン

バ
イ
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
効
率
的
に
抽
出
す
る
方
法
を

研
究
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
残
滓
を
使
っ
た
発
酵
肥
料
の
製

造
法
の
開
発
を
め
ざ
す
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

長
浜
市
か
ら
は
、「
広
報
な
が
は
ま
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

使
い
、
市
民
へ
の
啓
発
を
強
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
団
体
へ
の
啓
発
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
啓
発
活
動
が
重
要
と
な
る
こ
と
で
認
識
が
一
致
、
長
浜

市
と
「IV

U
SA
 

長
浜
」
が
連
絡
を
密
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

News Clip

長浜バイオ大学発の養殖ビワマスの試験出荷、生物由来の新しい製品のプレゼンテーション、ボランティア
サークルが琵琶湖の外来植物の駆除活動に参加など、バイオの大学ならではの地域や社会へ発信・貢献を
行っています。

F
D
/
S
D
研
修「
A
I（
人
工
知
能
）と

大
学
の
近
未
来
」を
実
施

大
学
院
生
の
山
下
幸
子
さ
ん
が

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
・
リ
ジ
ョ
ン
賞
を
受
賞

滋
賀
テ
ッ
ク
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
に

本
学
か
ら
3
チ
ー
ム
参
加

高
校
教
員
対
象
の
大
学
説
明
会
に

近
畿
、
東
海
、
北
陸
か
ら
参
加

琵
琶
湖
の
環
境
保
全
で

学
生
団
体
が
長
浜
市
と
懇
談

韓
国
・
大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
の
学
生
が

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
本
学
を
訪
問
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学　生　生　活　information

地域と大学

J
C
長
浜
の「
マ
ネ
キ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
協
力

　

長
浜
青
年
会
議
所
が
、
湖
北
の
今
を
未
来
に

残
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
「
湖
北
マ
ル
ご
と
マ

ネ
キ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
、
本
学
の
学
生
が
協
力

し
ま
し
た
。「
マ
ネ
キ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
は
米
国

の
高
校
生
が
投
稿
し
た
動
画
が
始
ま
り
で
、
マ

ネ
キ
ン
人
形
の
よ
う
に
静
止
し
た
状
態
の
人
々

を
撮
影
し
た
動
画
で
す
。
長
浜
青
年
会
議
所
が

こ
の
手
法
を
活
用
し
て
、
湖
北
の
今
を
未
来
に

残
そ
う
と
い
う
の
が
こ
の
企
画
で
す
。

　

動
画
の
設
定
は
、
1
0
0
年
後
の
高
校
生
6

人
が
今
の
湖
北
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
余
呉

湖
や
賤
ヶ
岳
、
竹
生
島
な
ど
湖
北
の
今
を
巡
る

も
の
で
、
各
地
を
め
ぐ
る
1
0
0
年
後
の
高
校

生
役
は
、
東
田
拓
也
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
4
年
次
生
）と
山
口
悠
理
さ
ん（
同
4
年
次

生
）、
亀
田
森
羅
さ
ん
と
山
本
永
花
さ
ん
（
い
ず

れ
も
同
2
年
次
生
）、そ
れ
に
木
村
圭
亮
さ
ん（
同

2
年
次
生
）と
⻆
谷
明
莉
さ
ん（
同
2
年
次
生
）の

3
組
の
ペ
ア
で
、
メ
イ
ン
の
豊
公
園
で
の
撮
影

に
は
ほ
か
に
も
8
人
の
学
生
が
撮
影
に
協
力
し

ま
し
た
。

　

7
月
17
日
に
第
1
回
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
余

呉
湖
を
始
め
と
し
て
各
所
を
撮
影
。
29
日
に
は

豊
公
園
自
由
広
場
で
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
も
参
加

し
て
メ
イ
ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●長浜バイオ大学学費支援奨学金

　学費支援奨学金は、修学の意志があるにも関わらず、
家計状況により、修学が困難となっている学生を経済
的に支援するために、創立10周年記念募金を基金と
して設置しています。申請にはいくつか要件があり、
家計収入に基準がありますので、詳しくは10月25日
（水）に開催する説明会で要項を配布の上、内容の詳
細を説明しますので、必ず参加してください。

【学費支援奨学金の内容】
給付金額： 20 万円（年間1回限り給付で、4か年で

最大4回の受給可能。返還の必要はありま
せん。）

申請期間：2017年11月6日（月）～13日（月）
　　　　　締切日厳守
募集時期： 前期および後期セメスターにそれぞれ1回

実施。但し、学部生・院生とも、1年次に
ついては後期セメスターから募集します。

給付時期：2018年1月下旬
募集人数： 若干名　※家計急変奨学金との併用受給は

できません。

●長浜バイオ大学家計急変奨学金

　本学では、修学の意志があるにもかかわらず、家計
状況の急変により修学が困難となっている学生を経済
的に援助する目的で、「長浜バイオ大学家計急変奨学
金」を設置しています。
　急変に該当する事由に限定があり、家計収入に基準
がありますので、詳しくは10月25日（水）に開催す
る説明会で要項を配布の上、内容の詳細を説明します
ので、必ず参加してください。

【家計急変奨学金の内容】
給付金額： 30万円（年間1回限り給付。返還の必要

はありません。）
申請期間： 2017年 11月6日（月）～13日（月）締

切日厳守
給付時期：2018年1月下旬
募集人数：5名
※ 長浜バイオ大学学費支援奨学金・家計急変奨学金の
申込、相談は学生担当で行っています。

●日本学生支援機構奨学金について

※ 日本学生支援機構奨学金についての相談、事務取扱
は学生担当窓口で行っています

【大学院予約採用】
　予約採用制度は、本学大学院「博士課程前期課程」
の2018年度入学試験に合格し、来年4月に入学予定
の学生を対象にしたものです。入学前に奨学生採用が
決定することにより、安心して大学院へ進学できます。
予約採用に関する説明会は10月3日（火）に行います。
奨学金を希望する学生は必ず参加してください。
※説明会の案内は、学内掲示、Web掲示等でお知ら
せします。

【奨学金の返還（2018年 3月に卒業・修了する学生）】
　奨学金の返還は貸与終了の翌月から数えて7カ月目
に始まります。2018年 3月に卒業する学部生、修了
する大学院生は、3月に満期終了し2018年 10月か
ら返還が始まります。貸与終了に先立ち、2017年11
月頃までに「貸与奨学金返還確認票」（満期時におけ
る貸与総額・返還月額等が記載されている）と『返還
のてびき』（返還に伴う各種手続きの解説書）が届き
ます。返還に伴う手続きに関する説明会を11月～12
月に開催します。2018年 3月に卒業する学部生、修
了する大学院生は、必ず参加してください。
　上記説明会は、日本学生支援機構からの「貸与奨学
金返還確認票」が到着してから決定します。説明会の
案内は、学内掲示、Web掲示等により行いますので、
対象者はご注意ください。

忘
れ
ま
じ
　
い
の
ち
の
重
み
　
説
く
姿
　
（
三
輪
先
生
フ
ァ
ン
）

研
究
で
　
清
酒
と
梅
酒
　
飲
む
冥
利

　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
人
）

遺
伝
子
の
　
神
秘
感
じ
る
　
親
子
連
れ
　

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
受
付
ス
タ
ッ
フ
）

五
七
五
　
伝
え
き
れ
な
い
　
こ
の
仕
事
　

（
バ
イ
オ
の
学
生
募
集
担
当
者
）

バ
イ
オ
川
柳

卒業生同士や卒業生と現役学生
などが集まる機会があれば、ぜ
ひ「同窓会レポート」に投稿を
寄せてください。会合の規模や
参加人数などは問いません。
また、「バイオ川柳コーナー」に
も、応募願います。いずれも広
報 担 当（kouhou@nagahama-i-
bio.ac.jp）まで。

　

河
内
浩
行
研
究
室
は
、（
株
）
び
わ
鮎
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
ビ
ワ
マ
ス
の
餌
を

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
餌
で
養
殖
し
た
ビ
ワ
マ
ス
は
、
従
来
の
も
の
よ
り
脂
の
乗

り
が
良
く
、
天
然
ビ
ワ
マ
ス
に
も
匹
敵
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
の
固
有
種
で
あ
る
ビ
ワ
マ
ス
は
、
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
に
も
匹
敵
す
る
上
質

な
脂
が
全
身
に
乗
り
美
味
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
然
の
ビ

ワ
マ
ス
の
漁
獲
量
が
減
少
し
、
産
卵
期
に
は
禁
漁
と
な
り
夏
場
に
し
か
入
手
で
き

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
ビ
ワ
マ
ス
の
養
殖
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
養

殖
ビ
ワ
マ
ス
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
天
然
モ
ノ
に
比
べ
て
脂
の
乗

り
が
劣
り
、
飼
料
と
し
て
与
え
る
魚
粉
や
魚
油
の
高
騰
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
の
河
内
研
究
室
に
お
い
て
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の
脂
の
乗
り
を

良
く
す
る
研
究
を
進
め
、
食
品
製
造
副
産
物
や
未
利
用
資
源
を
利
用
し
た
低
コ
ス

ト
で
脂
の
乗
り
を
良
く
す
る
餌
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
び
わ
鮎
セ
ン
タ
ー
の
養
殖
池
で
こ
の
餌
の
給
餌
試
験
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
に
比
べ
て
脂
の
乗
り
が
良
く
、
天
然
ビ
ワ

マ
ス
に
も
劣
ら
な
い
美
味
し
さ
で
あ
る
と
と
も
に
、
成
長
が
早
く
出
荷
ま
で
に
要

す
る
期
間
が
通
常
よ
り
約
２
ヵ
月
程
度
短
く
て
済
む
と
い
う
利
点
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
７
月
30
日
に
は
、大
学
関
係
者
と
流
通
関
係
者
で
食
味
試
験
を
行
い
、

そ
の
後
、
長
浜
地
方
卸
売
市
場
を
通
じ
て
び
わ
鮎
セ
ン
タ
ー
か
ら
試
験
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
発
の

養
殖
ビ
ワ
マ
ス
を
試
験
出
荷
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Campus Life Topics
c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e

クラブ・サークルだより キャンパスライフトピックス
club & circle

とらひめ田んぼアート夏休みの地域出張公演近世城下町ふるさとまつり初心者が多く、一般の大会出場が目標

地域のリーグに参加、社会人チームとも試合

子どもと触れ合い刺激を受けるやりがい

塩﨑 起央さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　私たちは初参加で、お役に立てるかどうか心
配でした。しかし、部員たちも楽しんで田植えを
やってくれて、地域の人たちとの交流が私たちに
とって大きな成長になったと思います。
　その上、何か大きな一つの作品を作る上で、大
切な想いや達成感を少なからず得たと思います。
私個人は、とても大きな願いがこの田んぼアート
にはあるのではないかと思いました。地域の盛り
上げの他に、今年も安泰であるようにという願い
がひしひしと感じられました。虎姫の町で確かに
息づく歴史に触れ、本当に大きな経験と勉強を
させてもらえたと思います。（グラフィック研究会）

小谷 紳之助さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　小さなテーブル上から晴れやかなステージま
で、私たちマジックサークルでは様々な公演のス
タイルで、観覧のお客様を楽しませています。場
所や依頼される方は様々で、主に子供会や学童
などから、その地域でのお祭り、催しものなどに
も参加させていただいています。もちろん年齢
層も様々で、ニーズに合わせて調整し、より一層
楽しめるように考えながら活動しています。
　上の写真は、8月に行った公演のものです。ス
テージでは様々なジャンルのマジックを行い、
またマジックにも参加してもらい、目の前でマ
ジックを体験していただきました。

（マジックサークル）

亀田 森羅さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　6月3日に開催された「近世城下町ふるさと
まつり」では、料理の模擬店を出店をさせてい
ただきました。まつりへの出店はあまり経験が
なく、不安がありました。しかし、今年入部した
1年次生と準備を含めてとても楽しくイベント
を行い、成功させることができました。
　琵琶湖研究部の活動を紹介する目的で、パ
ネル展示も行ったところ、多くのお客さんに
興味を持っていただけました。今後も自信を
もって、紹介できるような活動を行いたいで
す。これからも地域のイベントに積極的に参加
し、地元の方と長浜を盛り上げていきたいで
す。（琵琶湖研究部）

バレーボール部　部長　岩田 光将さん   （バイオサイエンス学科3年次生）
　バレーボール部は、毎週火曜日と金曜日の18時からと、隔週木曜日に練習を
行っています。部員の半分を初心者が占めているため、基礎的な練習に重点を
置き、一般の大会に出場することを目標としています。
　年々部員の確保が難しくなり、廃部の危機もありましたが、女子バレー部と
合同で練習を行うことで多彩な練習メニューができるようになり、個々のスキ
ルアップにもつながっています。これからも地道に練習を重ね、大会での勝利
をめざします！

サッカー部 　部長　千葉 圭之介さん   （バイオサイエンス学科2年次生）

　サッカー部は、毎週火曜日に練習しています。彦根リーグに参加していて、
月に2回ほど社会人チームと試合をしています。たまに、マネージャーも参加
して、長浜バイオ大学ドームでフットサルもします。
　現在、4年次生が6人、3年次生が9人、2年次生が5人、1年次生が5人、それに
マネージャー 4人が活動しています。学年問わず、みんな仲良くフレンドリー
な部活です。未経験者でも募集しています。興味のある方は、ぜひグラウンド
に来てみてください。

CELL部 　部長　鈴木 颯さん   （コンピュータバイオサイエンス学科3年次生）

　CELL部は子どもたちに科学・理科の面白さを知ってもらうために、小学校
や公民館などから依頼を受け、出張科学実験を行っているサークルです。普段
は月に2～４回程度、小学生が夏休みとなる8月は10回以上活動しています。
　CELL部で活動を行うことは地域への貢献とともに、自分自身を成長させる
ことにも繋がります。前に立って実験の説明をしたり、相手の知識に合わせて
話したりといった経験は、大学での発表の時などに役立ちます。子どもたちに
知らない世界を教えてあげ、自分たちも子どもと触れ合うことで刺激を受け
る、やりがいのある部活です。依頼件数も年々増えてきているので、興味を持っ
てくれた方はぜひともよろしくお願いします！

バスケットボール部

　6月3日に、今年で4回目となる「近世城下
町ふるさとまつり」が長浜まちなか市街地
一帯で開催され、武将パレードやトークラ
イブ、コンサートとともに、地域の大学や高
校のクラブ・サークル活動を紹介する場と
しても活用できる「楽市楽座」に、本学から4
団体が参加しました。
　町家プロジェクトがフルーツあめ、琵琶
湖研究部は唐揚げの模擬店を出店するとと
もに、それぞれ活動を紹介するポスターも
展示しました。“iGEM Nagahama”は今年度
のプロジェクトテーマ・鮒ずしを紹介、ハン
ドメイドサークルは手づくり品の販売を行
いました。
　このイベントは、城下町をもつ自治体が
集まり、それぞれの特色ある町づくりをPR
することを目的に毎年開催されています。

　8月13日に町家キャンパスで開催したサ
イエンスカフェを始め、夏季休暇期間中も
学生のクラブやサークルは、地域を盛り上
げるために数多くの行事に参加し、子ども
たちや地域住民との交流を図っています。
　マジックサークルは、障がい者作業所ひ
かり園の感謝祭や児童クラブなどで3回の
マジック公演、子どもたちに科学の面白さ
を知ってもらう科学実験を行うCELL部は、
1日2回の実験指導を3日間行った「夏休み！
親子科学教室」をはじめ、小学校や公民館の
行事を中心に8月だけでも14回と、昨年を上
回る出張科学実験を行いました。ダブルダ
ッチサークルも、小学校や児童クラブを中
心に7回公演するなど、各所で学生たちが奮
闘しました。

　長浜市内の虎姫地域づくり協議会が毎年
実施している“田んぼアートフェスタ”に、今
年は本学の学生団体も参加しました。田ん
ぼアートとは、田んぼをキャンバスに見立て
て色の異なる稲を使って、巨大な絵や文字
を作り出すプロジェクトです。5年目となる
今年は、虎姫出身の第18代天台座主・慈恵
大師が広めた魔除け護符「角大師」と、ユネ
スコ無形文化遺産に登録された「長浜曳山
祭」に挑戦しました。
　このプロジェクトに参加したのは、命洸
祭実行委員会、琵琶湖研究部、農業サークル
WALKとグラフィック研究会の4団体で、約
30人の学生が参加しました。5月14日に下
絵描きを行い、21日に田植え祭り、7月15日
には田んぼアートを見る会を開催しました。
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学生生活

学生たちの活躍

地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
＋ 

梅
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

百匠屋さんの田んぼで田植えイベント

イベントの昼食は天ぷらのバイキング

左から山本さん、堀内さん、鉢嶺さん

伊吹山麓の多賀農園で青梅の摘み取り

特色ある銘柄の梅酒を官能評価

新
た
に
梅
酒
づ
く
り
が
始
動　

　

長
浜
市
で
は
昭
和
27
年
か
ら
日
本
一
の
規
模

で
梅
の
盆
栽
を
展
示
す
る
「
長
浜
盆
梅
展
」
を
開

催
し
、
新
春
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
梅
酒
ソ
ム
リ

エ
の
金
谷
優
さ
ん
が
全
国
か
ら
梅
酒
を
集
め
た

「
長
浜
梅
酒
祭
り
」も
同
時
開
催
さ
れ
、
ま
す
ま

す
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
長
浜
の
酒

　

湖
北
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
と

大
学
の
連
携
で
長
浜
の
風
土
に
根
差
し
た
地
酒

を
造
ろ
う
と
、
滋
賀
の
も
の
づ
く
り
を
支
援
す

る
黒
壁A

M
ISU

の
呼
び
か
け
で
２
０
１
４
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
「
長
浜
人
の
地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
４
年
目
を
迎
え
る
今
年
も
２
年
次
生
が
中

心
と
な
り
、
米
農
家
・
百
匠
屋
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
酒
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
長
浜
発
の
純
米
吟
醸
酒
、
そ
の
名
も
『
長

濱
』
に
使
わ
れ
る
の
は
、
滋
賀
県
育
成
の
酒
造
好

適
米
品
種「
吟
吹
雪
」。
ま
ず
は
種
子
を
傷
め
な
い

よ
う
60
度
の
温
水
に
浸
し
、
農
薬
を
使
わ
ず
に
虫

や
雑
菌
を
取
り
除
き
ま
す
。
そ
の
後
、
５
月
上
旬

に
酒
米
の
種
ま
き
と
、
苗
箱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
移
す
作
業
を
体
験
し
た
あ
と
、
５
月
下
旬
に
は

地
域
の
人
に
も
呼
び
か
け
た
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
鉢
嶺
聡

史
さ
ん（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）は
、

「
初
め
て
田
植
機
に
乗
り
ま
し
た
が
、
ま
っ
す
ぐ

運
転
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
機
械
化
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
苗
箱
を
持
ち
上
げ
て
何
往
復

も
運
ぶ
な
ど
、
米
づ
く
り
は
重
労
働
。
と
て
も
大

変
な
仕
事
で
す
ね
」。

　

さ
ら
に
10
月
末
に
は
酒
米
の
収
穫
、
11
〜
12

月
に
は
蔵
元
の「
冨
田
酒
造
」で
酒
造
り
を
見
学
す

る
な
ど
、
作
業
は
冬
ま
で
続
き
ま
す
。
堀
内
彩

香
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

は
、「
私
は
米
ど
こ
ろ
、
酒
ど
こ
ろ
の
新
潟
県
出
身
。

お
酒
造
り
に
は
昔
か
ら
興
味
が
あ
り
、
普
段
は
見

ら
れ
な
い
仕
込
み
が
見
学
で
き
る
の
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」。ま
た
、山
本
永
花
さ
ん（
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）は
、「
例
年
同

じ
レ
シ
ピ
で
仕
込
ん
で
い
て
も
、
そ
の
年
の
気
温

や
米
の
出
来
具
合
、
杜
氏
さ
ん
の
腕
な
ど
で
お
酒

の
味
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
違
い
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
」。

　

来
年
1
月
の
「
地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
い
よ
い

よ
新
酒
が
市
民
に
お
披
露
目
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

学
生
有
志
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、
学
生
が
自
ら
企
画
・
運
営
す
る
学

園
祭
が「
命
洸
祭
」。
今
年
度
は「N

exus

〜
地
域

と
つ
な
が
る
学
園
祭
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
21

日
、
22
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
実
行
委
員
長
の
伊

庭
弘
貴
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次

生
）は
、「
前
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る『LIN

K

〜
地

域
と
学
生
の
結
び
つ
き
を
〜
』
を
踏
襲
し
た
か
た

ち
に
な
り
ま
す
が
、昨
年
の
反
省
点
も
ふ
ま
え
、

子
ど
も
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
年
配
の
方
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
生
命
を
学
ぶ
長
浜
バ
イ
オ
大

学
ら
し
さ
を
い
か
に
打
ち
出
す
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
内
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
び
か

け
て
模
擬
店
の
出
店
を
募
り
、
B
級
グ
ル
メ
の

グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
す
る
ほ
か
、
豪
華
景
品
が

当
た
る
人
気
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、
昼
と
夜
の

二
部
構
成
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

長
浜
市
内
の
中
心
部
に
あ
る
古
い
町
家
を
借

り
受
け
た
「
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
拠
点
に
、
学

生
が
自
ら
企
画
し
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
が「
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。

　

２
０
１
２
年
の
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
以

来
、
様
々
な
学
外
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
７
月
22
日
に
は
長
浜
北
小

学
校
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト「
わ
ー
く
ワ
ー
ク
北

命
洸
祭
実
行
委
員
会

町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

インターネット放送局「STUDIOこほく」でPR

長浜夏まつりでは子鮎の天ぷらを出店

動くスライム作りの実験で
科学者体験教室

フルーツあめを出店した
近世城下町ふるさとまつり

左が湯淺さん、右が伊庭さん

左が米田さん、右が天野さん

鉢
嶺 

聡
史
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

堀
内 

彩
香
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

山
本 

永
花
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

伊
庭 

弘
貴
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

湯
淺 

達
裕
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

天
野 

和
博
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

米
田 

雄
亮
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

　

そ
ん
な
盆
梅
の
ま
ち
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長

浜
市
に
は
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
よ
べ
る
梅
酒

が
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
地
元

酒
造
メ
ー
カ
ー
の
「
佐
藤
酒
造
」
か
ら
、
本
学
で

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
松
島
三
兒
先
生

に
協
力
要
請
が
あ
り
、「
地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
す
る
学
生
ら
を
中
心
と
し
た
「
梅
酒
プ
ロ

　

今
年
も
、
３
０
０
０
人
以
上
が
来
場
し
た
昨

年
に
負
け
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
決
意
を

固
く
す
る
実
行
委
員
。
企
画
部
長
の
湯
淺
達
裕

さ
ん（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）は
、

「
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
他
大
学
と
連

携
し
てSN

S

で
情
報
を
共
有
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
局
の〝
ス
タ
ジ
オ
こ
ほ
く
〞に
も
出
演

し
て
告
知
を
強
化
す
る
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち

で
学
園
祭
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
も
35
人
の
実
行
委

員
メ
ン
バ
ー
が
、
日
夜
準
備
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
タ
ウ
ン
」
に
19
人
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
科
学
者
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
代

表
の
天
野
和
博
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

２
年
次
生
）は
、「
今
回
は
動
く
ス
ラ
イ
ム
を
作
る

実
験
だ
っ
た
の
で
す
が
、
小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

一
緒
に
来
て
い
る
親
御
さ
ん
た
ち
も
満
足
で
き
る

実
験
を
考
え
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
、
７
月
29
日
の
「
長
浜
な
つ
ま
つ
り
」

で
は
唐
揚
げ
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
タ
ピ
オ
カ

ジ
ュ
ー
ス
の
模
擬
店
を
出
店
し
、
夏
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
裏
方
と
し
て
支
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
８
月
13
日
に
は
親
子
で
科
学
に
親
し

む
「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
に
参
加
し
た
ほ
か
、

11
月
に
は
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

「
き
の
も
と
・
ぐ
る
ぽ
市
」
に
出
店
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
副
代
表
の
米
田
雄
亮
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）は
、「
運
動
部
の
よ
う

に
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
仲
間
意
識
が
強
く

な
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
」が
今
年
度
よ
り
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
、
伊
吹
山
の
麓
に
あ
る
梅
農
家
の

「
多
賀
農
園
」
を
訪
ね
た
メ
ン
バ
ー
は
青
梅
の

収
穫
を
体
験
。
午
前
中
ず
っ
と
枝
を
見
上
げ
て

青
梅
を
摘
ん
で
い
た
学
生
た
ち
は
、「
首
と
腕
の

疲
労
感
が
す
ご
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
後

集
積
所
に
足
を
運
び
、
梅
の
選
別
作
業
を
見
学
。

２
樽
分
の
梅
酒
を
漬
け
込
む
た
め
、
６
０
０
kg

の
青
梅
を
摘
み
取
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
佐
藤
酒
造
に
場
を
移
し
、
青
梅

の
ヘ
タ
を
取
る
地
道
な
作
業
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
堀
内
さ
ん
は
、「
疲
れ
て
き
た
頃

に
佐
藤
酒
造
さ
ん
か
ら
、『
ヘ
タ
取
り
が
一
番
多
く

で
き
た
チ
ー
ム
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
よ
う
』
と

い
わ
れ
て（
笑
）。
お
か
げ
で
作
業
効
率
が
グ
ン
と

上
が
り
ま
し
た
」。
学
生
が
収
穫
し
ヘ
タ
を
取
っ

た
青
梅
は
、
佐
藤
酒
造
の
銘
酒
「
六
瓢
箪
」
の
原

酒
に
漬
け
込
み
、
毎
月
の
官
能
評
価
で
よ
り
理

想
的
な
味
に
近
づ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
成
分
に
詳
し
い
高
畑
京
也
先
生

の
指
導
の
も
と
、
梅
酒
の
香
気
成
分
や
微
生
物

の
関
与
に
つ
い
て
も
調
べ
る
予
定
で
す
。
完
成
し

た
暁
に
は
、
梅
酒
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
い
と
意
気
込
む
メ
ン

バ
ー
た
ち
。こ
ち
ら
も
来
年
1
月
の「
地
の
酒
フ
ェ

ス
タ
」で
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
予
定
で
す
。
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ピックアップ授業

　

植
物
は
自
ら
を
構
築
す
る
す
べ
て
の
物

質
を
水
や
二
酸
化
炭
素
、
窒
素
と
い
っ
た
無

機
物
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

植
物
は
生
命
を
維
持
す
る
上
で
不
可
欠
な

２
０
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
す
べ
て
を
無
機
物
か

ら
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
私

た
ち
ヒ
ト
を
含
む
動
物
は
い
く
つ
か
の
ア
ミ

ノ
酸（
必
須
ア
ミ
ノ
酸
）を
合
成
で
き
ず
、
栄

養（
元
を
た
だ
せ
ば
植
物
由
来
）と
し
て
摂
取

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
講
義
で
は
、
植
物
の
体
内
で
糖
質
や
脂

質
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
が
合
成
さ
れ
る
仕
組

み
や
、
そ
の
仕
組
み
を
支
え
る
植
物
独
特
な

体
の
作
ら
れ
方
、
光
や
重
力
な
ど
の
刺
激
に

対
す
る
応
答
ま
で
を
解
説
し
ま
す
。
食
物
連

鎖
の
根
幹
を
支
え
る
植
物
の
生
理
現
象
の
総

合
的
理
解
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
林 

誠
先
生
）

生
命
活
動
を
理
解
す
る
重
要
な
視
点
で
あ
る「
生
理
学
」。
植
物
な
ら
で
は

の
仕
組
み
を
学
ぶ「
植
物
生
理
学
」と
、
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
哺
乳
類
に
焦

点
を
当
て
た「
動
物
生
理
学
」を
紹
介
し
ま
す
。

　植物生理学は名前の通り、植物特有の物質の代謝や輸送、
成長、環境適応など生理現象を学ぶ講義です。今までいく
つか植物の講義を受講しましたが、初めて学ぶものも多く
興味深かったです。植物生理学を受講し、もっと植物につ
いて知りたいと思うようになりました。
　授業では講義の合間に小テストを 3回行い、自分がちゃ
んと理解できているかどうか確認しながら受けることがで
きました。
　植物のことを詳しく学ぶことのできる講義なので、植物
を勉強したい人はぜひ受講してほしいと思います。

　人間をはじめとする哺乳類は、体を構成する様々な細胞
や器官系を協調的に働かせて、生命活動を行っています。
動物生理学では動物の複雑な生命活動を理解するための基
礎知識である組織や器官の仕組みについて、機能的方面か
ら学ぶことができます。 
　講義は資料の説明から始まります。ただ重要語句の説明
がされるだけではなく、解剖図や写真が示されるのでとて
も分かりやすいです。講義の途中にアンケート方式の演習
問題、講義後には確認テストがあるので、学んだことを確
実に身につけることができます。

松本 奈央さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

常川 彰太さん
（アニマルバイオサイエンス学科 2年次生）

　

生
体
内
の
現
象
を
化
学
的
な
側
面
か
ら
理

解
す
る
の
が
生
化
学
、
一
方
で
形
態
的
に
理

解
す
る
の
が
解
剖
学
、
そ
し
て
生
物
が
生
き

る
う
え
で
の
体
内
の
シ
ス
テ
ム
を
物
理
的
な

側
面
か
ら
理
解
す
る
の
が
生
理
学
で
す
。
血

圧
や
体
温
、
血
液
や
呼
吸
の
量
と
い
っ
た
物

理
的
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
扱
い
、
体
の
機
能

を
定
量
化
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し

ま
す
。

　

本
講
義
で
は
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
哺
乳
類

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
感
覚
や
神
経
、
運
動
と

い
っ
た
動
物
に
特
有
の
動
物
性
機
能
、
お
よ

び
循
環
、
血
液
、
呼
吸
、
消
化
・
吸
収
、
腎

機
能
、
自
律
神
経
、
内
分
泌
系
、
免
疫
、
生

殖
と
い
っ
た
植
物
に
も
類
似
す
る
機
能
が
存

在
す
る
植
物
性
機
能
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

生
理
機
能
は
生
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、
破

た
ん
す
れ
ば
病
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

か
ら
医
学
や
薬
学
、
看
護
学
の
基
盤
と
な
る

学
問
の
一
つ
で
す
。（

担
当
：
永
井 

信
夫
先
生
）

動
物
よ
り
複
雑
な
機
能
を
も
つ

植
物
の
生
命
現
象
を
紐
解
く

植
物
生
理
学

生
体
の「
生
き
る
仕
組
み
」を
物

理
的
な
側
面
か
ら
理
解
す
る

動
物
生
理
学

―
―　

 

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

　

私
は
再
生
医
療
の
実
現
に
向
け
た
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
再
生
医
療
と
は
、事
故
や
疾
患
で
失
わ
れ

た
身
体
機
能
、例
え
ば
脊
髄
損
傷
な
ど
、現
在
で
は

根
本
的
な
治
療
が
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
病
態
に
、

体
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分
化
で
き
る
万
能
細
胞
を

移
植
し
て
回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
万
能
細
胞
は
、
京
都
大
学
の
山
中
伸

弥
先
生
が
作
製
し
たiPS

細
胞
や
、
初
期
胚
か
ら

作
製
す
る
Ｅ
Ｓ
細
胞
、
除
核
し
た
卵
子
に
体
細
胞

の
核
を
移
植
し
た
ク
ロ
ー
ン
胚
か
ら
作
り
出
す

ntES

細
胞
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
受
精
卵
や
卵
子

と
い
っ
た
命
の
根
源
と
な
る
細
胞
を
利
用
す
る
こ

と
に
対
す
る
倫
理
的
な
問
題
や
、
他
人
の
Ｅ
Ｓ
細

胞
を
移
植
に
使
っ
た
場
合
に
起
き
る
拒
絶
反
応
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
主
に
皮
膚
な
ど
の
体
細
胞
か

ら
作
り
出
すiPS

細
胞
は
、倫
理
的
に
も
問
題
が
な

く
、
自
分
自
身
の
細
胞
を
使
え
ば
拒
絶
反
応
も
起

き
な
い
は
ず
で
す
。
た
だ
、iPS

細
胞
の
品
質
に
は
、

ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚
細
胞
か
ら
作
製
し

たiPS

細
胞
は
皮
膚
細
胞
に
な
り
や
す
く
、神
経
細

胞
か
ら
作
製
し
たiPS

細
胞
は
神
経
細
胞
に
な
り

や
す
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
の
あ
る
技

術
で
す
。

　

私
の
研
究
室
で
は
、
精
子
と
卵
子
が
受
精
し
て

体
の
す
べ
て
の
細
胞
に
分
化
で
き
る「
全
能
性
」を

再
獲
得
す
る
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ（
初
期
化
）に
着

目
し
、
全
能
性
を
保
持
す
る
初
期
の
着
床
前
胚
に

特
異
的
に
発
現
す
る
遺
伝
子
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

検
索
。
ま
ず
25
個
の
遺
伝
子
を
特
定
し
、
そ
の
中

か
ら
将
来
ヒ
ト
へ
の
応
用
を
考
え
て
マ
ウ
ス
と
ヒ

ト
に
共
通
し
、
ま
だ
誰
も
機
能
を
解
明
し
て
い
な

い
８
個
の
遺
伝
子
を
選
び
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

遺
伝
子
を
探
す
た
め
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を

使
っ
て
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
万
能
細
胞
は
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

人
為
的
に
誘
導
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
り
、
自

然
生
殖
の
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
比
べ
れ
ば
決
し

て
効
率
が
よ
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
私
の
研
究
室

で
は
全
能
性
を
有
す
る
初
期
の
着
床
前
胚
に
高
発

現
す
る
遺
伝
子
を
扱
う
こ
と
で
、iPS

細
胞
の
品

質
を
高
め
る
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

２
０
１
５
年
に
は
、D

ppa3

と
い
う
遺
伝
子
を
用

い
てiPS

細
胞
の
品
質
を
改
善
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
学
術
誌
や
新
聞
各
紙
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
２
０
１
１
年
に
本
学
に
着
任
し
、

そ
の
時
、iPS

細
胞
を
超
え
る
細
胞
を
作
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
胎
盤
や
胎
膜
と
い
っ

た
胚
胎
外
組
織
に
分
化
で
き
な
い
多
能
性
幹
細

胞
で
は
な
く
、
1
つ
の
個
体
に
な
り
う
る
全
能
性

幹
細
胞
を
培
養
皿
の
上
で
作
っ
て
み
た
い
。
も

ち
ろ
ん
す
ぐ
に
ヒ
ト
へ
の
応
用
は
難
し
い
で
す

が
、
例
え
ば
畜
産
の
現
場
で
肉
質
の
よ
い
ウ
シ
を

全
能
性
幹
細
胞
で
量
産
し
、
農
家
の
収
入
を
安
定

さ
せ
る
な
ど
の
様
々
な
応
用
の
方
法
を
考
え
て

い
ま
す
。

―
―　

 

最
近
の
研
究
で
進
展
は
あ
り
ま
し
た
か
?

　

哺
乳
類
の
発
生
過
程
で
は
、
遺
伝
子
発
現
を
オ

フ
に
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
メ
チ
ル
化
と
、
遺
伝
子
発
現

を
オ
ン
に
す
る
脱
メ
チ
ル
化
を
繰
り
返
し
、
体
を

作
る
す
べ
て
の
細
胞
に
分
化
し
て
い
き
ま
す
が
、

精
子
と
卵
子
の
も
と
に
な
る
始
原
生
殖
細
胞
の
リ

ボ
ソ
ー
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
領
域
だ
け
は
、

ず
っ
と
低
メ
チ
ル
化
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
ま
し
た
。
一
方
、
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
不
完
全
なiPS

細
胞
の
リ
ボ
ソ
ー
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

は
、
メ
チ
ル
化
が
高
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
脱

メ
チ
ル
化
へ
と
導
け
ば
、そ
れ
も
ま
たiPS

細
胞
の

品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―　

 

最
後
に
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

大
学
生
や
大
学
院
生
の
時
代
は
、
自
分
の
た
め

に
す
べ
て
の
時
間
を
費
や
せ
る
貴
重
な
と
き
。
研

究
に
限
ら
ず
、
今
が
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
て
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
私

の
研
究
室
で
は
、
希
望
者
に
は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

で
き
る
よ
う
な
指
導
も
し
て
お
り
、
国
際
学
会
で

発
表
す
る
機
会
を
ど
ん
ど
ん
与
え
て
い
ま
す
。
誰

も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
レ
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
再
生
医
療
の
未
来
を
切
り
拓

く
「
全
能
性
幹
細
胞
」
の
樹
立
を
め
ざ

す
、
中
村
肇
伸
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね

ま
し
た
。

中
村 

肇
伸
先
生　

●
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
制
御
学
研
究
室

プロフィール
「夢の治療」といわれる再生医
療の実現に向け、あらゆる問題
点をクリアした万能細胞の開発
をめざす。大阪大学大学院薬
学研究科生命情報環境科学
専攻博士後期課程修了。大
阪大学微生物病研究所遺伝
子動態研究分野研究員、大阪
大学大学院生命機能研究科
時空生物学病因解析学特任
研究員、大阪大学大学院医学
系研究科幹細胞病理学助教を
経て本学へ。京都府出身。
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研究クローズアップ
Close-up

研究クローズアップ

鮒
ず
し
に
含
ま
れ
る
脂
溶
性
物
質
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
や
持
久
力
向
上
効
果
を
突
き
止
め
る

河
内 

浩
行
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

中
田 

真
帆
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）

　
　

田
口 

絵
美
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）

　

河
内
浩
行
先
生
の
研
究
室
は
、
鮒
ず
し
に

抗
肥
満
作
用
と
い
う
新
た
な
付
加
価
値
を
見

い
だ
す
と
と
も
に
、
骨
格
筋
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
上
昇
と
持
久
力
の
向
上
作
用

を
も
た
ら
す
機
能
性
食
品
で
も
あ
る
こ
と
を

初
め
て
明
ら
か
に
し
、
5
月
19
日
〜
21
日
に

開
催
さ
れ
た
第
71
回
日
本
栄
養
・
食
糧
学
会

大
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
で
は
、
肥
満
改
善
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
体
内
で
脂
肪
代
謝
を
制
御
す
る

PPA
R

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
核
内
転
写

因
子
を
活
性
化
さ
せ
る
脂
溶
性
物
質
を
約

30
種
類
の
鮒
ず
し
の
抽
出
物
か
ら
探
索
、
主

に
肝
臓
で
脂
肪
を
減
ら
す
働
き
を
し
て
い
る

PPA
R

を
、
鮒
ず
し
石
油
エ
ー
テ
ル
抽
出
物

が
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

こ
の
鮒
ず
し
石
油
エ
ー
テ
ル
抽
出
物
を
、
マ

ウ
ス
を
太
ら
せ
る
作
用
が
あ
る
高
脂
肪
食
と

一
緒
に
マ
ウ
ス
に
経
口
投
与
し
た
結
果
、
鮒

ず
し
に
含
ま
れ
て
い
る
脂
溶
性
物
質
は
、
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
お
よ
び
脂
質
代
謝
異
常
を

改
善
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
の
1
社
の
鮒
ず
し
石
油
エ
ー

テ
ル
抽
出
物
が
、
主
に
骨
格
筋
に
お
い
て
脂

肪
酸
酸
化
や
熱
産
生
亢
進
に
よ
り
抗
肥
満
作

用
を
示
すPPA

R

活
性
化
能
が
高
い
こ
と
を

見
出
し
、
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
と
運
動
持
久
力
を
向
上
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
脂
溶
性
物
質
を
特
定
し
、

そ
の
成
分
を
活
用
し
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開

発
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ヒ
ト
へ
の
応
用
を
視
野
に
入
れ

酵
母
の
寿
命
に
関
わ
る
遺
伝
子
制
御
を
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向 

由
起
夫
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

田
井 

晶
子
さ
ん
（
博
士
課
程
前
期
課
程
２
０
１
６
年
度
修
了
）

　
　
　
　
　
亀
井 

優
香
さ
ん
（
博
士
研
究
員
）

び
わ
湖
に
棲
む
繊
毛
虫
が
単
一
の
藻
類
と

永
続
的
な
共
生
関
係
に
あ
る
こ
と
を
証
明

 

　

保
科 

亮
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

ヒ
ト
の
細
胞
に
極
め
て
よ
く
似
た
出
芽
酵

母
を
利
用
し
て
、細
胞
レ
ベ
ル
で
老
化
と
寿
命

の
研
究
を
行
う
向
由
起
夫
先
生
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、出
芽
酵
母
の
増
殖
に
必
須
と
さ
れ

る
遺
伝
子
の
中
か
ら
、分
裂
寿
命
に
関
連
す
る

転
写
因
子
を
コ
ー
ド
す
るFHL1 

遺
伝
子
を

発
見
し
ま
し
た
。さ
ら
にFHL1 

遺
伝
子
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
に
関
わ
る
リ
ボ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド

還
元
酵
素
（RN

R1

）
を
制
御
し
て
い
る
こ
と

を
突
き
止
め
、
そ
の
研
究
論
文
が
２
０
１
７

年
5
月
の『Biochem

ical and Biophysical 
Research Com

m
unications

』に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
芽
酵
母
は
お
よ
そ
６
６
０
０
個
の
遺
伝

子
を
持
ち
、
そ
の
う
ち
約
１
２
０
０
個
の
遺

伝
子
が
増
殖
に
不
可
欠
で
す
。
そ
の
中
か
ら

寿
命
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
探
す
に
あ
た
っ
て
、

候
補
と
考
え
ら
れ
る
遺
伝
子
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
し
て
し
ま
え
ば
、
酵
母
は
死
に
至
り
ま
す
。

そ
こ
で
向
先
生
ら
は
、
通
常
1
組
し
か
持
た

な
い
酵
母
の
染
色
体
を
2
倍
に
し
、
そ
の
片

側
の
遺
伝
子
だ
け
を
破
壊
す
る
ヘ
テ
ロ
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

酵
母
を
生
か
し
た
状
態
で
目
的
の
遺
伝
子
を

探
す
こ
と
が
で
き
、
転
写
因
子
を
コ
ー
ド
す

るFHL1 

遺
伝
子
が
分
裂
寿
命
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

FHL1 

遺
伝
子
ヘ
テ
ロ
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
株

で
は
、Fhl1

転
写
因
子
が
制
御
す
る
リ
ボ
ヌ

ク
レ
オ
チ
ド
還
元
酵
素
（RN

R1

）
が
半
減
す

る
た
め
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
り
、
結
果
と
し
て
酵
母
の
老
化
を
促
進
し
、

短
寿
命
に
な
る
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

　

植
物
細
胞
は
太
古
の
昔
、
光
合
成
を
行
う

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
（
ラ
ン
藻
）
を
体
内
に
取

り
込
み（
細
胞
内
共
生
）そ
れ
を
葉
緑
体
化
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は

「
一
次
共
生
」と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、
陸
上
植
物

や
緑
藻
、紅
藻
な
ど
に
進
化
し
ま
し
た
。
一
次

共
生
で
で
き
た
植
物
を
、他
の
生
物
が
再
度
取

り
込
み
葉
緑
体
化
し
た
の
が
「
二
次
共
生
」
で

す
。こ
の
二
次
共
生
は
何
度
も
起
こ
っ
て
お
り
、

ミ
ド
リ
ム
シ
や
珪
藻
、
ワ
カ
メ
な
ど
、
多
種
多

様
な
光
合
成
生
物
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
保
科
亮
先
生

は
、
二
次
共
生
に
至
る
初
期
段
階
と
考
え
ら

れ
る
、
細
胞
内
に
球
状
緑
色
藻
（
ク
ロ
レ
ラ
）

を
共
生
さ
せ
る
原
生
動
物
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
代
表
的
な
共
生
繊
毛
虫
ミ
ド
リ

ゾ
ウ
リ
ム
シ
で
は
、
共
生
す
る
ク
ロ
レ
ラ
の
遺

伝
子
解
析
を
行
い
、
捕
食
に
よ
っ
て
一
時
的
に

共
生
藻
を
保
有
す
る
の
で
は
な
く
、
同
種
の

ク
ロ
レ
ラ
を
永
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
発

見
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
び
わ
湖
に
生
息
す

る
4
種
の
共
生
繊
毛
虫
を
２
年
間
サ
ン
プ
リ

ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
繊
毛
虫
が
単
一

種
の
藻
類
を
共
有
し
な
が
ら
も
、宿
主
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
藻
類
の
遺
伝
子
配
列
が
異
な
る

こ
と
を
突
き
止
め
、
藻
類
が
繊
毛
虫
の
体
内

で
独
自
の
進
化
を
始
め
て
い
る
と
提
唱
し
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
共
生
初
期
段
階
と
さ

れ
る
繊
毛
虫
と
藻
類
の
関
係
に
一
石
を
投
じ

る
も
の
で
あ
り
、研
究
論
文
は
２
０
１
６
年
の

『Protist

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、こ
れ

ら
共
生
藻
が
既
知
の
ク
ロ
レ
ラ
類
と
は
異
な

る
こ
と
を
示
し
、新
属
新
種
と
し
て
記
載
し
た

論
文
が
２
０
１
７
年
10
月
の
『Phycological 

Research

』に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

植
物
に
お
け
る
葉
酸
の
働
き
を
解
明
し

デ
ン
プ
ン
を
増
産
す
る
技
術
の
開
発
を
め
ざ
す

林 　
　

誠
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

山
本 

沙
季
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
１
年
）

中
川 

太
郎
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

林
誠
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
葉
酸

が
植
物
に
お
け
る
デ
ン
プ
ン
蓄
積
を
抑
制

し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の

研
究
論
文
が
『Plant &

 Cell Physiology 

（2017

） 58,1328

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
糧
や
バ
イ
オ
燃
料
な
ど
と
し
て
利
用
価

値
の
高
い
デ
ン
プ
ン
は
光
合
成
に
よ
り
作
ら

れ
た
ブ
ド
ウ
糖
を
い
く
つ
も
つ
な
げ
た
も
の

で
、種
子
や
塊
根
、塊
茎
な
ど
の
細
胞
内
に
存

在
す
る
ア
ミ
ロ
プ
ラ
ス
ト
に
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ア
ミ
ロ
プ
ラ
ス
ト
以
外
の
プ

ラ
ス
チ
ド
が
な
ぜ
デ
ン
プ
ン
を
蓄
積
し
な
い

の
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

林
教
授
ら
は
、
プ
ラ
ス
チ
ド
の
一
種
で
あ

る
エ
チ
オ
プ
ラ
ス
ト
に
デ
ン
プ
ン
が
蓄
積
す

る
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
変
異
体
を
得
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
変
異
体
の
プ
ラ

ス
チ
ド
は
、
葉
酸
を
合
成
す
る
酵
素
を
欠
損

し
て
い
ま
し
た
。
葉
酸
は
ヒ
ト
に
も
関
わ
り

の
深
い
物
質
で
す
が
、
植
物
細
胞
の
中
で
ど

の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
は
ほ
と
ん

ど
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
研

究
で
、
プ
ラ
ス
チ
ド
内
に
存
在
す
る
葉
酸
が

A
T
P

を
新
た
に
作
る
機
構
を
抑
制
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
エ
チ
オ
プ
ラ
ス
ト

な
ど
はA

T
P

が
不
足
し
、A

D
P-

グ
ル
コ
ー

ス
を
合
成
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
研
究
成
果
の
応
用
で
、
植
物
に
よ
る
デ
ン

プ
ン
の
増
産
を
可
能
に
す
る
新
し
い
技
術
が

開
発
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

鮒
ず
し
の
健
康
効
果
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
や
、
び
わ
湖
に
棲
む
生
物
の
共
生
関
係
に
関
す
る
研

究
な
ど
、
大
学
の
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
地
域
の
産
業
や
環
境
に
も
関
わ
り
の
深
い
研
究
が
進

行
し
て
い
ま
す
。

左から中川先生、林先生、山本さん

左が亀井さん、右が向先生

左から中田さん、河内先生、田口さん
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保護者会かわら版

　

2
0
1
7
年
6
月
4
日
（
日
）
に
、
保
護
者
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
保
護
者
懇

談
会
も
合
わ
せ
る
と
、
の
べ
2
4
8
人
の
保
護
者
の
み
な

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅰ　

2
0
1
6
年
度
の
事
業
活
動
収
支 

（
表
1
）

　

2
0
1
6
年
度
の「
事
業
活
動
収
入
合
計
」は
22
億
5
4
5
3
万
円
で
、「
事
業
活
動
支

出
合
計
」22
億
7
9
6
1
万
円
を
差
引
い
た「
当
年
度
収
支
差
額（
基
本
金
組
入
前
）」は
、

2
5
0
8
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
1
6
年
度
末
に
お
け
る
収
支
差
額
の
累
積
額
「
翌
年
度
繰
越
収
支

差
額
」
は
、
前
年
度
か
ら
6
億
5
9
6
2
万
円
の
収
入
超
過
額
が
繰
越
し
ま
し
た
が
、

2
0
1
6
年
度
決
算
の
結
果
、5
億
7
1
5
9
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅱ　

2
0
1
6
年
度
末（
2
0
1
7
年
3
月
31
日
）に
お
け
る
財
政
状
態 （
表
2
）

　

財
政
状
態
を
表
す「
貸
借
対
照
表
」の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
資
産
に
つ
い
て

　

本
学
園
が
保
有
す
る
資
産
の
特
徴
は
、「
特
定
資
産（
特
定
の
目
的
に
対
す
る
積
立

資
金
）」の
保
有
割
合
が
高
い
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
建
物
改
修
、
教

育
・
研
究
機
器
備
品
の
更
新
、退
職
金
等
に
対
し
、十
分
な
資
金
を
積
立
て
て
い
る
こ

と
を
表
し
ま
す
。ま
た
、次
年
度
の
経
常
的
な
支
出
に
対
し
て
も
十
分
な
資
金
を
保
有

し
て
い
ま
す
。

②
負
債
に
つ
い
て

　

負
債
の
主
な
内
容
は
、「
退
職
給
与
引
当
金
」と
次
年
度
の
学
費
等
を
事
前
に
受
領

し
た「
前
受
金
」で
す
。毎
期
の
資
金
繰
り
は
良
好
で
、金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
純
資
産（
自
己
資
金
）に
つ
い
て

　
「
資
産
の
部
」合
計
か
ら「
負
債
の
部
」合
計
を
差
引
い
た「
純
資
産
の
部
」合
計
は

1
0
1
億
6
2
3
3
万
円
で
す
。こ
の
額
は
、学
校
法
人
が
最
低
限
保
有
す
べ
き
純
資

産
額
で
あ
る「
基
本
金
」額
95
億
9
0
7
4
万
円
を
5
億
7
1
5
9
万
円
上
回
っ
て
お

り
、
自
己
資
金
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
純
資
産
構
成
比
率
は
、

90
・
5
％
と
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
比
率
は
、企
業
の
財
務
安
定
性
を
示
す

自
己
資
本
比
率
と
同
じ
内
容
で
、こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
自
己
財
源
が
充
実
し
、財
政

的
に
安
定
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
2
0
1
6
年
度
末
に
お
け
る
本
学
園
の
財
政
状
態
は
、
健
全
な
状

態
と
言
え
ま
す
。

（
本
文
中
の
金
額
に
つ
い
て
は
、１
万
円
未
満
を
調
整
し
て
い
ま
す
）

大学からのお知らせ

2016年度決算結果に基づき、本学園の財務状況について説明します。

2
0
1
7
年
度
保
護
者
会

定
期
総
会
を
開
催

保
護
者
会
定
期
総
会

日
時：2
0
1
7
年
6
月
4
日（
日
）11
時
00
分
〜
11
時
30
分

●
大
学
代
表
者
挨
拶　

　

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長　

若
林 

浩
文

●
2
0
1
6
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
船
見 

和
秀　

保
護
者
会
会
長
挨
拶

●
定
期
総
会
議
事

●
2
0
1
7
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
北
川 

嘉
彦　

新
保
護
者
会
会
長
挨
拶

　

定
期
総
会
で
は
、
2
0
1
6
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
2
0
1
7
年
度
事
業
・
予
算
計

画
、2
0
1
7
年
度
役
員
選
任
の
各
議
案
が
、

提
案
ど
お
り
の
内
容
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、定
期
総
会
の
議
事
録
は
7
月
に
保
護

者
の
み
な
さ
ま
に
郵
便
で
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長　

北
川 

嘉
彦

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
保
護
者
会
、
第
６
期
会
長
に
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
、

北
川
嘉
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。保
護
者
会
定
期
総
会
に
は
、
お
忙
し
い
中
遠
方
に

も
関
わ
ら
ず
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、東
に
伊
吹
山
を
望
み
、西
に
は
日
本
一
大
き
な
湖
の

琵
琶
湖
を
一
望
で
き
自
然
を
満
喫
で
き
る
こ
と
、一
方
交
通
の
便
に
お
い
て
北

陸
本
線
の
田
村
駅
前
に
立
地
し
、こ
れ
ほ
ど
学
び
の
環
境
に
良
い
大
学
は
、他

に
類
を
み
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
少
し

で
も
補
助
等
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。学
生
の
自
主
的
な
活
動
団
体
で

あ
るiGEM

 N
agaham

a

の
活
動
（
昨
年
の
世
界
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
受
賞
）

に
参
加
の
た
め
の
渡
航
費
用
の
一
部
、
地
域
貢
献
活
動
、
国
際
交
流
活
動
、
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
実
施
、
新
入
生
入
学
祝
い
品
、
資
格
取
得
費
用
の
一

部
補
助
、
就
職
支
援
事
業
や
積
立
金
に
よ
る
学
生
生
活
環
境
整
備
等
の
数
々

の
支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、JA

BEE
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
魅
力
あ
る
大
学
へ
と
進
化
し
て
お
り
ま
す
。保
護
者
会
と
し
て
も
今
後

一
層
、学
生
の
み
な
さ
ん
が
充
実
し
た
生
活
を
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

保
護
者
会
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
国
際
大
会

で
の
受
賞
を
め
ざ
すiGEM

 N
agaham

a

や
、

地
域
の
小
中
学
校
等
で
科
学
実
験
を
行
う
学

生
グ
ル
ー
プ
へ
の
活
動
支
援
、
次
の
資
格
試
験

等
へ
の
合
格
者
に
対
す
る
受
験
料
助
成
事
業
等

を
実
施
し
ま
す
（
受
験
料
の
35
％
を
助
成
）。資

格
取
得
助
成
事
業
の
詳
細
は
、
お
送
り
し
て
い

ま
す
定
期
総
会
の
議
事
録
に
も
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
7
年
度

　
保
護
者
会
の
主
な
事
業
計
画

会　

長　
　

北
川　

嘉
彦

副
会
長　
　

牛
場　

隆
雄

幹　

事　
　

吉
田　

和
美

幹　

事　
　

小
菅　

英
雄 

幹　

事　
　

伊
藤
い
く
子

幹　

事　
　

宮
部　

茂
樹

幹　

事　
　

伊
佐
治
幸
男

幹　

事　
　

内
田　

弓
子

監　

査　
　

森
谷　

幸
江

2
0
1
7
年
度
保
護
者
会　

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

2017 年度の新役員のみなさん

2
0
1
7
年
度
保
護
者
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

　

ま
た
、学
生
生
活
環
境
整
備
助
成
積
立
金
の

一
部
を
執
行
し
て
、
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で
簡
単
に

空
気
入
れ
が
で
き
る
、簡
易
式
自
転
車
空
気
入

れ
の
駐
輪
場
へ
の
設
置
、
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子
の
増
設
、
体
育
館
の
窓
へ
の
網
戸
設
置
を

行
い
ま
す
。

事業活動支出の部 事業活動収入の部
科　　目 金　額 　科　　目 金　額

人件費 1,148,976 学生生徒等納付金 1,749,125 
（退職給与引当金繰入額） (47,124) 手数料 32,432 
教育研究経費 944,446 寄付金 12,985 
（減価償却額） (359,029) 経常費等補助金 293,051 
管理経費 172,416 付随事業収入 73,044 
（減価償却額） (21,797) 雑収入 62,192 
資産処分差額 13,769 受取利息・配当金 4,619 
事業活動支出合計 2,279,607 その他の特別収入 27,080 
基本金組入前当年度収支差額 △ 25,079 事業活動収入合計 2,254,528 
基本金組入額合計 △ 62,952
当年度収支差額 △ 88,032
前年度繰越収支差額 659,621
翌年度繰越収支差額 571,589

資　産　の　部 負 債 お よ び 純 資 産 の 部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

土　地 2,023,529 退職給与引当金 242,790 
建　物 2,952,970 長期借入金 0
構築物 63,630 固定負債計 242,790 
機器備品 355,793 未払金 98,136 
図　書 165,920 前受金 674,417 
車　両 875 預り金 45,223 
施設設備整備特定資産 1,490,000 短期借入金 0
減価償却引当特定資産 2,610,000 流動負債計 817,775 
退職給与引当特定資産 242,790 負債の部合計 1,060,565 
その他の固定資産 35,516 第１号基本金 9,428,743 
固定資産計 9,941,023 第 4 号基本金 162,000 
現金預金 1,228,552 基本金計 9,590,743 
未収入金 38,848 翌年度繰越収支差額 571,589 
その他の流動資産 14,475 繰越収支差額計 571,589 
流動資産計 1,281,874 純資産の部合計 10,162,333 

合　計 11,222,898 合　計 11,222,898 
「事業活動収支計算書」は、事業年度における事業活動収入と
事業活動支出を対比させ、経営収支バランスを明らかにします。

「貸借対照表」は、決算時における学園の財政状態を明らかにします。
財政状態は、資産、負債、純資産の３要素で明らかにします。

（表 1） 事業活動収支計算書 貸　借　対　照　表
2016年4月1日から2017年3月31日まで （単位：千円） （単位：千円）

（表 2）

2017年3月31日

（表の金額については、１千円未満を調整しています）

★
バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験
、
遺
伝
子
分
析
科

学
認
定
士
試
験
、危
険
物
取
扱
者
試
験
、毒
物
劇

物
取
扱
者
試
験
、放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
、環

境
計
量
士
国
家
試
験
、
実
験
動
物
技
術
者
資
格

認
定
試
験
、
ペ
ッ
ト
栄
養
管
理
士
認
定
試
験
、
基

本
情
報
技
術
者
試
験
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、
バ
イ

オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
技
術
者
認
定
試
験
、統

計
検
定
、TO

EIC

テ
ス
ト
（
学
部
生
５
０
０
点

以
上
、
大
学
院
生
６
０
０
点
以
上
）、
日
本
語
能

力
試
験（
外
国
人
留
学
生
対
象
）

「
学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
」の
財
政
状
態
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essay
滋
賀
県
立
高
校
の
高
校
生
を
対
象
に
、
今
年
度
は
初
め
て
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
習
を

体
験
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
親
子
科
学
教
室
も
大
盛
況
で
し
た
。

高
大
連
携
＆
地
域
連
携
通
信

教員リレーエッセー

伊藤 洋志先生
（バイオサイエンス学科）

次の一手は

井聡太四段のデビュー以来の公式戦連勝記
録は29でついに止まったものの、将棋界の

フィーバーは止まらない。規格外のその大型新人は
現在中学3年生で、棋士と学業の両立の多忙さゆえ
に高校に進学すべきかどうか迷っている、との報道
を最近知った。

ょうど同じ年頃、私は見切りをつけてプロ
棋士養成機関を去ったことを思い出す。周

囲からはよく「筋
すじ

の良い手を指す」と言われた。しか
し、それはアマチュアならともかく、プロ志望の少
年に対しては必ずしも褒め言葉ではない。「筋」ある
いは「手

てすじ

筋」ともいうが、そういった手はある部分的
な局面では棋理に沿った「いい手」のように思える。
しかし、相手にとっても容易に想定できる手であ
り、「最善手」や「勝てる手」であるとは限らない。よ
り広く深く読んだ先の局面の優劣を正しく判断し、
時にその手が常識外れにみえても勇気をもって指せ
ることが真の強さなのだろう。

て、プロ棋士という目標を失った私は、当初
はどうしようもない空虚感に襲われたが、

次第に医療系の職業を視野に入れるようになった。
将棋では常識的な手にとらわれたことを反省したと
いう訳ではないが、以降は自分のやりたいことや価
値観に従って、当時としては異色のコースを歩んで
きたのかもしれない（医療短大に入学してみたら40
人クラスのうち、男子が3名だけと知ったときは焦っ
た）。しかし、そのような選択をしてきたのは、学
校や職場で周囲の人たちの影響を多分に受けてきた
結果でもある。詳細は割愛するが、一癖も二癖もあ
るような、自分にはない考え方や行動をする生身の
人の姿に触れたことは、教科書などでは得られない
何よりの学びであったと思う。

響と言えば、将棋界でもついに現役最強棋
士のひとりである名人がAI（人工知能）に敗

れる時代を迎えた。プロ棋士が最強ではなくなり、
その存在価値の低下が懸念される事態である。しか
し、AIが指す人間にとっては思考の外にあるよう
な手が注目され、将棋という小宇宙において広大な
地平が急速に拓かれつつある。その真理を追究して
一心に読みふける棋士の姿は、将棋ファンにはむし
ろ以前よりも輝いてみえる。

が病院検査部に就職した当時も、自動分析
器の導入によって臨床検査技師の需要の減

少が危惧されていた。15年ほど経過した現時点にお
いて、それは杞憂に終わっていると思う。ただし、
医学・医療の進歩や社会の変化に伴い、新たな仕事
や役割を担っていく努力が今後も求められることは
想像に難くない。少し話はそれるが、これから臨床
検査技師をめざす学生は、既存の臨床検査学の知識
の習得に留まらず、願わくは将来の新たな仕事や役
割を自ら創出する、少なくともそれに対応できる素
養を身につけておくことが期待される。その人材育
成が養成校の社会的使命であろう。

て、大学教員が行う講義も、単に学生への
知識の教授だけであればAＩを活用した教育

ツールの方がはるかに優れる時代が遠からずやって
きそうである。誰もが経験したことがない局面を迎
えたといえる。大学教員による指導力が今後も必要
とされるための「次の一手」はどう指すべきであろう
か。話題は尽きないが紙面が尽きたようなので、こ
こは次の機会までの「封じ手」としておきたい。

「
長
浜
バ
イ
オ
大
学

　

模
擬
講
義
」
の
ご
案
内

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
本
学
の
教
員
が

高
等
学
校
に
出
向
い
て
、
最
先
端
の
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
つ
い
て
、
高
校
生
向
け
に
講
義
を
行
う

「
長
浜
バ
イ
オ
大
学 

模
擬
講
義
」
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
の
講
義
で
は
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
実
施
業
者
が
主
催
す
る
模
擬
授
業
と
は

一
味
違
い
、
高
等
学
校
の
理
科
の
授
業
内

容
と
も
関
連
す
る
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
を
高
校
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

理
科
の
授
業
と
い
う
貴
重
な
時
間
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、講
義
は
こ
の

分
野
へ
の
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
必

ず
ご
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。ぜ
ひ
と
も
ご
検
討
を
い
た
だ
き
、

「
模
擬
講
義
」
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
高
大
連

携
事
業
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

高
大
連
携
担
当
（
上
原
、
黒
田
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
４
９
│
６
４
│
８
１
０
０

E
-m

ail

：

kodai@
nagaham

a-i-bio.ac.jp

滋
賀
県
立
高
等
学
校
を
対
象
と
し
た

大
学
連
続
講
座

　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
は
、
滋
賀
県
内
の
各
大

学
が
協
力
し
、
県
立
高
校
の
高
校
生
が
大
学
の

教
育
や
研
究
を
体
験
す
る
大
学
連
続
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
毎
年
、高
校
生
に
生

命
科
学
・
生
命
情
報
科
学
の
魅
力
を
伝
え
る「
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
新
た
に
開
設
3
年
目
と
な
る
臨

床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
習
を
体
験
す
る「
臨

床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
」も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
超
音
波
診
断
や
血
球
数
計

測
を
通
し
て
、
臨
床
検
査
技
師
と
は
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
行
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な
学
び
を
行

う
の
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
座
」で
は
、
遺
伝
子
組
換

え
植
物
を
題
材
と
し
て
大
学
で
学
ぶ
研
究
内
容

の
一
端
を
学
び
ま
し
た
。

　
両
講
座
と
も
、
本
学
が
教
育
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
内
容
を
高
校
生
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
府
立
北
嵯
峨
高
校
と
の

連
携
講
座

　
京
都
府
立
北
嵯
峨
高
校
と
は
、
京
都
府
教
育

委
員
会「
府
立
高
校
特
色
化
事
業
」に
よ
る
高
大

連
携
講
座
を
、
平
成
25
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
本
学
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
河
原
町

学
舎
の
実
験
施
設
を
利
用
し
、
本
年
度
も
ア
ル

コ
ー
ル
代
謝
能
力
に
関
わ
る
D
N
A
鑑
定
と
、

D
N
A
鑑
定
を
題
材
と
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発
表
を
7
月
15
日
と
16
日
の
2

日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
生
徒
か
ら
は
、「
初
め
て
行
っ
た

D
N
A
の
実
験
を
通
し
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
」や「
2
回
目
の
参
加
で
す
が
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
前
回
と
異
な
る
意
見
が

出
て
参
考
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
D
N
A
鑑
定
技
術
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

「
夏
休
み
！
親
子
科
学
教
室
」を

３
日
間
に
わ
た
り
開
催

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
小
学
生
と
保
護
者

対
象
の
科
学
実
験
教
室
「
夏
休
み
！
親
子
科
学

教
室
」を
、
今
年
は
8
月
9
日
か
ら
11
日
の
3
日

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
合
わ
せ
て
2
2
0
人

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
各

自
が
持
っ
て
き
た
果
物
を
使
っ
て
電
池
を
作
り
、

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
た
り
L
E
D
ラ
ン

プ
を
点
灯
さ
せ
た
り
す
る
実
験
と
、
放
射
線
を

観
察
で
き
る
霧
箱
を
使
っ
て
実
際
に
放
射
線
が

飛
ぶ
様
子
に
つ
い
て
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
児
童
か
ら
、「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」、「
ま
た
し
て
み
た
い
」と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
科
学
を
体
験
す
る
良
い
1
日
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。（
地
域
連
携
推
進
室
）

藤

ち

さ

さ

私

影
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